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農業改良普及センターや農協等において、パーソナルコンピュータを利用して、認定農

業者の認定計画書や制度資金借入に係る事業計画書の作成をはじめ、個別農家や生産組織

の経営診断・設計を迅速・的確に行う手法として昭和58年度に開発された本システムを、

利用者の要望に応え、操作性の向上やデータ更新等のバージョンアップを図った。 

 
    

 
作目・類型組合わせを選択すると図１のような画

面が表示される。画面下半分には作目名が表示され、

作目体系Ｎｏを確認しながら作目選択ができる。 
200 番以降は組み合わせた類型を登録できるので、

集落等を対象とした営農類型の組合わせもできる。 
 

 
    図１ 作目・類型組合せ入力画面 
 

    
    

 
利用可能な家族労働力を図２の画面で入力する

ことによって、家族労働で経営が可能かを判定する

材料となる。 
 労働時間入力の後は、家族労働が不足した場合の

雇用単価を入力する（規定値は 700 円/時間となって

いる）。 
    図２ 家族労働力の入力画面 
 

    
 

それぞれの画面で入力したデータに基き、試算結

果の概要として図３のような月別労働配分図も表示

できる。 
 カラーの種類や目盛りの巾は、データに応じて自

動的に設定され、ハードコピーも可能となっている。 
 
 

    図３ 月別投下労働配分の出力画面 
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